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コンクリートの反発度試験において，反発度はコンクリートの含水状態に影響を受け値が変動することが知られ
ているが，その影響範囲は明確にされていない。本研究では，コンクリート内部の含水状態が反発度に及ぼす影
響を検討するため，粗骨材による反発度の変動要因を排除したモルタル供試体を対象に吸水および乾燥を行
い，モルタル表面の乾湿状態の違い，および内部の飽和度分布の変化が反発度に及ぼす影響について検討し
た。その結果，同一供試体にて表面の乾湿状態が異なる2面の反発度は異なり，打撃した一表面から20mm程度ま
での深さの含水状態が反発度に影響を及ぼす可能性が示唆された。


